
今年度も残すところわずかとなりました。子どもたちが過ごしてきた一年
を振り返ると、毎日の学校生活の中に、たくさんの笑顔と挑戦があふれて
いたことを改めて感じます。本校が掲げる「とびっきりの愛と あふれる笑
顔で 日本一楽しい学校」という目標に向かって、子どもたち自身が主
役となり、学校をより良くしようとする姿が随所に見られました。
その象徴ともいえるのが、６年生が中心となって企画・運営した「学校かくれんぼ」です。全校

児童が楽しめる行事を自分たちの手でつくりたいという思いから、６年生は何度も話し合いを重
ね、ルールづくりや安全面の確認、当日の進行まで、すべてを主体的に進めました。準備の段

階では、下級生が安心して参加できるようにと、探すグループ分けや
説明の仕方まで丁寧に考える姿があり、最高学年としての責任感と優
しさが感じられました。
当日は、校内のあちこちに笑い声が響き渡り、見つける側も隠れる

側も夢中になって楽しんでいました。６年生の温かい関わりが全校の
安心感と一体感を生み出してくれました。子どもたちの中に“自分たち
でつくる学校”という意識が確かに育っていることを感じました。

こうした子どもたちの成長の背景には、日頃から学校を支えてくだ
さっている PTA の皆さま、そして地域の皆さまの存在があります。登
下校の見守り、行事のサポート、環境整備、学習活動への協力など、
日々の学校生活のあらゆる場面で、温かいまなざしと力強い支えを
いただいています。子どもたちが安心して学び、思いきり挑戦できる
のは、皆さまの変わらぬご理解とご協力があってこそです。この一年
間のご尽力に、心より感謝申し上げます。

本校の子どもたちのために、日頃から温かいご支援をいただいている地域の皆さまへ、心よ
りお礼を申し上げます。
まず、今年度で交通安全協会を卒業される桒原弘吉様には、長い間、通学路で子どもたち

を見守っていただき、本当にありがとうございました。変わらず立ってくださるその姿は、子ども
たちにとって大きな安心につながりました。また、持久走大会では走路に立ち、交通整理や安
全確認にご協力いただきました。おかげさまで、子どもたちは安心して走り切ることができまし
た。さらに、このたびは１万円分の図書券をご寄贈いただきました。子どもたちの学びを応援し
てくださるお気持ちに、教職員一同、心から感謝しております。
また、地域コーディネーターの山田健二様、そして地域にお住まいの千野義明様には、卒

業式での写真撮影にご協力いただいています。総練習の段階から足を運んでくださり、子ども
たちの晴れやかな姿を温かく見守りながら、一つひとつの瞬間を丁寧に残していただきました。
お二人のお力添えのおかげで、卒業生や保護者の皆さまにとって、心に残る大切な記念となる
写真ができあがると思います。
地域の皆さまの温かいまなざしと支えがあるからこそ、子どもたちは毎日を安心して過ごし、

多くの学びや経験を積むことができています。これからも地域と学校が力を合わせ、子どもたち
一人ひとりの成長を見守り、より良い環境づくりに努めてまいりたいと思います。改めて、皆さま
の変わらぬご理解とご協力に心より感謝申し上げます。


